
液状化判定の条件設定の根拠 

 

１．地下水位 

1.1 低地部の設定方法 

①柱状図に孔内水位の記載がある場合 

・孔内水位を地下水面として設定する。 

②柱状図に孔内水位の記載が無い場合 

・地表面から数えて第１透水層（粗粒土層）の上面を地下水面として設定する。 

・地表面から数えて第１層が透水層となる場合には、GL-0.5m を地下水面として設定iする。

1.2 台地部～山地部の設定方法 

・地表面から数えて第１透水層（粗粒土層）の上面を地下水面として設定する。 

・地表面から数えて第１層が透水層となる場合には、GL-5m を地下水面として設定iiする。 

 

２．単位体積重量の設定方法 

・当該ボーリングにおいて湿潤密度試験を実施している場合は、湿潤密度に 9.8 を乗じた

値を単位体積重量（湿潤重量）[kN/m3]として設定する。飽和重量[kN/m3]は湿潤重量に 1を

足した値を設定する。 

・当該ボーリングにおいて湿潤密度試験を実施していない場合は、設計要領第一集（表 1-

13 土質定数）iiiより、地質に応じた単位体積重量（湿潤重量）を設定する。 

 

３．細粒分含有率 

3.1 東京都の細粒分含有率 

・当該ボーリングにおいて粒度試験を実施している場合は、粒度試験結果より細粒分含有率

を設定する。 

・当該ボーリングにおいて粒度試験を実施していない場合は、東京都総合地盤図（土質試験

結果一覧表）ivより、各地質に対応した細粒分含有率の下限値を設定する。砂質土を主体と

する埋土層については、東京港地盤図（土質試験結果一覧表）vより、埋土層（砂質土）の平

均値を設定する。 

3.2 横浜市と川崎市の細粒分含有率 

・当該ボーリングにおいて粒度試験を実施している場合は、粒度試験結果より細粒分含有率

を設定する。 

・当該ボーリングにおいて粒度試験を実施していない場合は、横浜市地盤環境調査報告書

（土質試験データ集）viの当該ボーリング近傍の土質試験データより細粒分含有率を設定す

る。 

・横浜市地盤環境調査報告書で近傍の土質試験データが無い場合は、東京都総合地盤図の各



地質に対応した細粒分含有率の下限値を代入する。なお、相模層群の細粒分含有率は、東京

層の各地質に対比させて設定する。また、沖積砂質土層については、N値と細粒分含有率の

関係式viiを用いて、これに対象層の N値を代入し、細粒分含有率を設定する。砂質土を主体

とする埋土層については、東京港地盤図（土質試験結果一覧表）viiiより、埋土層（砂質土）

の平均値を設定する。 

 

４．加速度とマグニチュードの設定方法 

・小～中地震として 150gal（M7.5）、200gal（M7.5）、大地震として 350gal（M7.5）を設定

ixする。 
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